
みんなの  Hot News

　12月25日、輝北町市成で「小さな森の音楽会（チャリ
ティー音楽会）」が開催されました。これは、新型コロナウ
イルス感染症の対応にあたる医療関係者へ感謝とエールを
送ろうと、輝北町の有志の寄付金により行われたもの。当
日は、ジャズバンドの生演奏や打ち上げ花火が実施される
など、参加者は温かい気持ちで聖夜を過ごしました。

　１月１日、輝北運動場で「第36回初日とともに走ろう会」が
開催されました。これは、初日の出とともに走り初めを行い、
さわやかに新年をスタートさせようと鹿屋市スポーツ推進員
輝北支部が毎年開催しているもので、家族連れなど約40人
が参加。参加者は、日の出前に走り初めを行ったあと、雲の
合間から見えた初日を晴れやかな気持ちで拝んでいました。
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　12月25日、吾平地区の小学校で吾平町建設防災協力会に
よるボランティア作業が行われました。これは同協会が毎
年行っている活動で、20年以上続いているもの。市内18社
の建設業者等が参加し、重機を使い根株の撤去や高所の枝
の伐採、コンクリート花壇の解体撤去など大掛かりな作業
を行い、校内がきれいに整備されました。

　12月24日、田崎小学校金管バンドのメンバーらが市役所
を訪れました。これは、12日に開催された「第47回鹿児島
県吹奏楽アンサンブルコンテスト」で金賞を受賞したことに
よるもの。同バンドの田
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鈴愛さん（５年）は、「２月に行
われる九州大会でも最優秀賞を目指してみんなで頑張りた
い」と今後の目標を話しました。
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　１月11日～ 18日、「令和３年鹿屋市成人式」がオンライン
で開催されました。これは新型コロナウイルス感染症の発
生状況を考慮し、式典を行わずお祝いのメッセージなどを
動画配信したもの。市長式辞や新成人の誓いの言葉、実行
委員長の挨拶、新成人の思い出の記録や恩師からの言葉を
まとめた動画も配信され、成人の門出を祝いました。
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治さん（札元１丁目）に｢歯科保健事業
功労者厚生労働大臣表彰」の表彰状が授与されました。貴島
さんは開業歯科医として長年にわたり地域に密着した歯科
医療の提供、公衆衛生の場においての健診協力や歯科保健
の普及啓発に尽力。受賞にあたり｢地域の方々に支えられて
続けてこられたので感謝したい｣と話しました。
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　12月19日～１月10日、リナシティ
かのやで「リアル謎解きゲームinリナシ
ティかのや」が開催されました。参加し
た子どもたちは館内を探索し、一生懸
命答えを考えていました。

頭をひねって
謎解きゲームに挑戦

　12月19日～１月10日、リナシティ
かのやで「みんなのフォトコンテスト作
品展」が開催され、「自由部門」と「テーマ
部門」の２部門に応募された作品全215
点の力作が展示されました。

大隅の魅力を収めた写真が
一堂に集まる

　11月30日～12月25日、市役所や各総
合支所などで「ハンセン病問題啓発パネ
ル展」が開催され、ハンセン病や星塚敬
愛園の歴史を解説するパネルを展示し、
ハンセン病問題への理解を深めました。

偏見・差別のない社会へ

　12月 25日、全国一の名牛と呼ばれ良
質な和牛生産に貢献した第20平
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郎氏の顕彰像が、家畜集
合指導センター（串良町有里）から肝属中
央家畜市場（田崎町）へ移設されました。

和牛改良への
多大な功績を称えて

　１月13日～ 31日、リナシティかのや
で「出張民族館」が開催されました。訪
れた人は、鹿屋市民族館に展示してあ
る民族衣装の試着や楽器の演奏、世界
各国のゲームなどを楽しみました。

楽しみながら
異文化に触れる

　１月９日、川西町内会、南町内会、
池園町内会でそれぞれ鬼火たきが行わ
れました。参加者は、今年１年の無病
息災と新型コロナウイルス感染症の悪
疫退散を祈願しました。
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　12月25日～ 30日、鹿屋市消防団による年末特別警戒が
行われました。これは空気が乾燥して火災が発生しやすく
なる年末に、火の取り扱いに注意を呼び掛けるため、毎年
行われているもの。期間中は、消防団員が消防車で各地域
を回り、火の用心の呼びかけやサイレンの吹鳴などを行い、
無事に新しい年を迎えられるよう防火を呼び掛けました。

　１月18日、市役所で、畜産新規就農者への就農開始資金
贈呈式が行われました。これは、畜産業の担い手の育成を
目的に、市の研修を終了した新規就農者に資金を贈呈して
就農を支援するもの。今回贈呈を受けた大

おおやま

山貴
たかゆき

之さんは１
月に串良町細山田で経営を開始しており、「将来、50頭規模
の肉用牛の飼育を目指したい」と抱負を述べました。
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